
徳
富
蘇
峰
の
印
影
散
用
実

熊
本
の
歴
史
資
料
（
一
）

l

大
島

明
秀

は
じ
め
に

徳
富
蘇
峰
を
め
ぐ
る
逸
話
と
し
て
、
入
手
し
た
活
字
を
用
い

て
実
際
に
印
刷
を
行
っ
た
り
、
和
紙
を
自
身
の
手
で
漉
い
て
み

た
り
、
印
影
を
収
集
し
た
り
、
と
い
っ
た
趣
味
的
な
活
動
に
出

精
し
て
い
た
姿
が
今
日
に
聞
こ
え
て
い
る
。
た
だ
、
蘇
峰
の
書

物
に
対
す
る
愛
着
や
鑑
識
眼
に
つ
い
て
は
周
知
さ
れ
て
い
る
も

の
の
、
右
の
よ
う
な
書
物
の
周
辺
に
ま
で
及
、
ぶ
趣
味
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
見
落
と
さ
れ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
以
上
を
踏

ま
え
て
、
本
稿
で
は
各
種
印
影
が
散
り
ば
め
ら
れ
た
蘇
峰
の
用

筆
に
着
目
し
て
み
た
い
。

一
、
後
藤
是
山
宛
書
翰
に
用
い
ら
れ
た
蘇
峰
の
印
影
散
用
筆
に
つ
い
て

熊
本
市
後
藤
是
山
記
念
館
に
は
、
蘇
峰
か
ら
是
山
に
宛
て
た

一
定
数
の
書
翰
が
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
に
用
い
ら
れ
た

書
翰
護
は
多
岐
に
わ
た
る
。
中
で
も
、
昭
和

二一
年
（
一
九
三
七）

四
月
五
日
の
日
付
を
有
す
る
書
翰
（
ふ
！
3
1
7
）
ー
に
使
用
さ

れ
た
便
実
は

一
段
独
特
で
、
背
景
に
二
一
頼
の
印
影
を
あ
し
ら
っ

た
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
逸
品
で
あ
る
。
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な
お
、
本
書
翰
が
古
文
書
購
入
・
を
め
ぐ
る
内
容
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
蘇
峰
が

「
文
書
と
印
」
の
連
関
・
連
想
在
意
図
し
て
当

該
用
実
を
選
択
し
た
と
の
推
察
も
可
能
で
あ
る
が
、
実
情
は
不

明
で
あ
る
。

さ
て
、
各
種
印
影
と
用
筆
の
作
成
背
景
を
読
み
解
く
た
め
に
、

手
始
め
に
用
実
の
右
方
に
一
際
大
き
く
刷
ら
れ
た
印
影

「
痩
鉄

印
存
」
に
自
在
向
け
る
と
、
氷
鉄
、
苦
鉄
（
呉
昌
碩
）
と
と
も

に
「
三
鉄
」

と
称
せ
ら
れ
た
、
中
国
の
画
家
で
、
と
り
わ
け
纂

せ
ん
そ
う
で
つ

刻
家
と
し
て
名
高
い
銭
痩
鉄
（
Q
吉
円
宮
、
足
、
一
八
九
七

1

一
九
六
七
）
が
印
主
で
あ
る
事
実
に
行
き
着
く
。

図2-1 一九二七年、西冷印社にて。左から銭
痩鉄、呉戚堪、呉昌碩、痩鉄夫人である韓秀 （銭

大礼編『銭痩鉄印存』より）

銭痩鉄（銭大礼編『銭痩鉄印存』より）図2 2 
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こ
れ
を
手
掛
か
り
に
そ
の
他
印
影
を
調
べ
る
と
、
残
り
二
O

頼
の
う
ち
八
頼
が
、
近
年
編
ま
れ
た
『
銭
痩
鉄
印
存
』
に
確
認

で
き
る
こ
と
が
判
明
し
た
2
0

あ
と
の
一

二
頼
に
つ
い
て
も
そ
の

字
形
や
風
情
は
『
銭
痩
鉄
印
存
』
中
の
そ
れ
と
異
な
る
も
の
で

は
な
く
、
こ
こ
か
ら
一二

頼
の
印
影
は
全
て
痩
鉄
の
刻
印
と
判

断
で
き
、

用
実
は
い
わ
ば
痩
鉄
刻
印
譜
と
呼
び
う
る
仕
上
が
り

と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
銭
痩
鉄
と
そ
の
纂
刻
お
よ
び
日
本
美
術
界
と
の
関
わ

り
を
確
認
し
て
お
く
と
、

痩
鉄
は
大
正
末
年
に
京
都
の
日
本
画



家
橋
本
関
雪
が
所
有
す
る
「
白
沙
村
荘
」
に
逗
留
し
た
が
、
寄

寓
中
に
関
雪
や
そ
の
周
辺
の
画
家
の
印
を
大
量
に
刻
し
た
。
例

え
ば
、
関
雪
の
痩
鉄
刻
印
は
六
六
頼
、
歌
人
会
津
八
一
の
痩
鉄

刻
印
は
＝
二
頼
を
数
え
る
ほ
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
痩
鉄
は
大
正

一
二
年
（
一
九
二
三
）
か
ら
昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
）
ま
で

中
国
と
日
本
を
往
来
し
つ
つ
、
谷
崎
潤
一
郎
を
は
じ
め
と
す
る

日
本
の
文
化
人
た
ち
と
交
流
を
深
め
、
そ
の
印
を
刻
し
、
さ
ら

に
は
後
援
を
受
け
て
、
大
阪
、
京
都
、
東
京
、
新
潟
で
書
画
案

刻
の
個
展
を
開
催
し
た
3
0

と
も
あ
れ
、
当
代
随
一
の
纂
刻
家
で
あ
っ
た
痩
鉄
に
対
す
る

着
目
は
蘇
峰
の
眼
力
を
も
っ
て
す
れ
ば
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、

ま
た
、
そ
の
印
譜
を
（
さ
ら
に
収
集
し
て
）
一
冊
の
本
と
し
て
重
々

し
く
仕
立
て
る
の
で
は
く
、
肩
肘
張
ら
な
い
日
用
品
、
そ
れ
も

使
い
捨
て
の
用
筆
の
意
匠
と
す
る
趣
向
は
軽
妙
に
し
て
粋
で
あ

る。
二
、
印
文
と
印
主

前
述
し
た
よ
う
に
、
用
筆
に
は
総
計
二
一
頼
に
及
ぶ
印
影
が

散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
が
、
一
瞥
し
て
配
列
に
規
則
性
を
見
出

し
が
た
い
。
よ
っ
て
、
以
下
各
種
印
影
を
提
示
す
る
に
あ
た
っ

て
は
、
用
実
の
最
右
行
に
配
置
さ
れ
て
い
る
も
の
か
ら
始
め
、

上
方
か
ら
下
方
に
追
い
、
次
に
お
よ
そ
一
行
左
方
の
印
を
上
方

か
ら
下
方
に
、
と
い
う
順
に
紹
介
し
た
。
な
お
、
各
印
影
の
法

量
は
区
々
で
あ
る
が
、
読
者
の
便
宜
上
で
き
る
だ
け
印
影
画
像

の
大
き
さ
を
揃
え
て
示
し
た
。
つ
い
で
印
文
を
付
し
た
が
、
そ

の
際
旧
字
は
現
在
通
用
す
る
も
の
に
改
め
た
。
続
い
て
印
主
と

そ
の
略
歴
を
記
し
、
最
後
に
『
銭
痩
鉄
印
存
』
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
も
の
に
つ
い
て
は
そ
の
旨
を
記
し
た
4
0

① 
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＠ 
お
わ
り
に

以
上
、
後
藤
是
山
宛
書
翰
に
使
用
さ
れ
た
徳
富
蘇
峰
の
用
護

老
追
究
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
背
景
に
散
り
ば
め
ら
れ
た
二
一
頼

に
及
ぶ
印
影
は
、
と
り
わ
け
纂
刻
を
通
し
て
近
代
日
本
の
美
術

界
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
銭
痩
鉄
の
（
昭
和
二
一
年
四
月
五

日
ま
で
に
彫
ら
れ
た
）
刻
印
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
さ
ら
に
、

そ
の
う
ち
一
二
頼
は
、
こ
れ
ま
で
に
報
告
さ
れ
て
い
な
い
新
出

の
印
形
で
あ
っ
た
。

書
物
の
周
辺
、
す
な
わ
ち
印
刷
道
具
や
文
具
に
ま
で
及
、
ぶ
愛

着
と
慧
眼
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
た
蘇
峰
の
印
影
散
用
筆
は
、
そ

の
文
人
的
な
趣
味
や
感
性
老
物
語
る
資
料
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、

同
時
代
に
名
を
馳
せ
た
も
の
の
、
現
在
は
忘
却
さ
れ
た
銭
痩
鉄

と
そ
の
印
形
老
後
世
に
伝
え
る
確
か
な
記
憶
で
も
あ
る
。

注1
翻
刻
に
つ
い
て
は
、
熊
本
県
立
大
学
歴
史
学
研
究
室
編
「
地
域
史
料
を
読
む

（
一
）
｜
後
藤
是
山
宛
徳
富
蘇
峰
書
翰
（
一
）
｜
」
（
『国
文
研
究
』
第
六
一
号
、

二
O
一
六
年
）
に
提
示
。

2

底
本
は
、
呉
願
人
、
銭
大
礼
編

『
銭
痩
鉄
印
存
』
（
上
海
三
聯
書
店
、

二
O
O
一
年
）
を
使
用
。

3
柿
木
原
く
み
「
銭
痩
鉄
と
谷
崎
潤
一
郎
の
周
辺
L

（『書
学
書
道
史
研
究
』
第

一
九
号
、

二
O
O九
年
）
。

4
李
文
駿
選
編

『銭
痩
鉄
印
挙
』
（
上
海
書
画
、

二
O
一
五
年
）
に
は
掲
載
が

認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
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